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１ ＤＢＭＹとは 

  山形県及び市町村が管理する道路橋のメンテナンス 

サイクル（点検，診断，補修履歴）のデータを，業務 

で使用している様式から写真や図面とともに記録し， 

県や市町村のＰＣから閲覧・抽出を行うとともに，橋 

梁別の帳票や，集計・分析を行うための一覧表を出力 

するデータベースシステムである。（図 1） 

  平成 28年 9月 30日に，東北大学大学院工学研究科 

インフラマネジメント研究センター（以下「東北大学 

ＩＭＣ」という。），県及び公益財団法人山形県建設技 

術センター（以下「ＹＣＣ」という。）が，データベ 

ースシステムの開発，運用等に関する協定を締結し， 

約半年の開発期間を経て 29年 3月 22日より運用を開始した。 

  運用開始時点では県管理橋梁のみが登録されているが，29 年度には県内 35 全ての市町村の道路橋のデータが

登録される予定である。 

なお，データベースの名称は「山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム」といい，英訳名

「Integrated Database System of Bridge Maintenance ,Yamagata Pref.」の頭文字から「ＤＢＭＹ」と呼称している。 

２ 開発の背景 

１）自治体の抱える課題 

山形県内には約 9,400の道路橋があるが，そのうち約 8,200橋，9割近く 

 が県や市町村の自治体による管理であり，中でも市町村は約 5,800橋と県 

内全体の約 2/3を管理している 1)。そのような中，平成 27年度末の老朽化 

対策の進捗状況をみると，県が約 7割に対し，市町村は 6％と立ち遅れが 

顕著である。（表，図 2） 

２）産学官連携による支援体制の構築 

この状況に対応するため，山形県では産学官連携による市町 

村支援の枠組みづくりを進めてきた。まず，平成 26年 12月に 

は，東日本高速道路株式会社と県とで包括的連携協定を締結し， 

さらに 27年３月には，ＹＣＣ及び県がそれぞれ東北大学ＩＭ 

Ｃと道路インフラに関する協定を締結した。これらの枠組みの 

成果として，27年 10月 9日には「山形県道路メンテナンス産 

学官連携協議会」を設立し，自治体，特に市町村の課題に産学 

官連携の総力戦で取組むこと，市町村支援の共通基盤としてデ 

ータベースを開発することの 2点を確認した。 

３）データベースの必要性 

データベースの開発を急いだのは二つの理由による。まず一つ目は，橋梁定期点検について，県では平成 16  
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図 1：ＤＢＭＹの画面表示（点検診断ＵＩ） 
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表：山形県内の管理者別橋梁数 

図 2：老朽化対策進捗状況（H27 年度末） 
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年度以降，市町村でも 20年度以降，5年サイクルで実施しているものの，データの統合，紐付けがなされていな

いことから，データがバラバラの状態で毎年増大しており，今後も県と市町村合わせて年間約 1,600橋分のデー

タが増え続ける（約 8,200橋÷5 年）ことへの対応が急務であったこと，また二つ目として，今後東北大学ＩＭＣ

やＹＣＣによる市町村への技術的な支援を展開するうえで，東北大学ＩＭＣ，ＹＣＣ，県及び市町村をつなぐ共

通基盤を構築する必要があったことによる。  

３ ＤＢＭＹの特徴 

１）ＳＩＰ成果の活用 

  ＤＢＭＹの開発では，東日本高速道路株式会社の協力により，ＳＩＰ（内閣府が推進する「戦略的イノベーシ

ョン創造プログラム」）の研究テーマの一つである「高度なインフラマネジメントを実現する多種多様なデータの

処理・蓄積・解析・応用技術の開発」（研究責任者：上田功（東日本高速道路株式会社））の成果を活用させてい

ただくことで，県の様式を変更することなくメンテナンスサイクル（点検，診断，補修履歴）の情報を写真や図

面とともに管理できる，高性能で使いやすいデータベースシステムを短期間で，経済的に導入することができた。 

２）産学官による共同開発・共同運用 

  ＤＢＭＹは，県，東北大学ＩＭＣ及びＹＣＣによる共同開発，共同運用であり，三者がそれぞれのノウハウを

持ち寄ることで，山形県の状況に即したデータベースの開発・運用を行うものである。なお，運用後は県内全て

の市町村がＤＢＭＹを使用する予定であり，このことにより今後の産学官による技術支援の基盤が構築されるこ

ととなる。 

４ 業務におけるＤＢＭＹのメリット 

① 橋梁の点検・診断や補修方針の検討では，過去の点検 

 や補修歴を参考にする必要があり，ＤＢＭＹにより，必 

要なデータが迅速，的確に抽出可能となることから，業 

務の効率化や，見落としの防止による精度の向上が図ら 

れる。（図 3） 

② 補修計画や予算管理では，他の橋と横並びで比較する 

 必要があり，ＤＢＭＹにより，データの集計，分析が容 

易にできるようになることから，より的確な補修計画や 

予算管理につながる。 

③ 市町村支援において，東北大学ＩＭＣとＹＣＣ，県と 

 市町村がＤＢＭＹでつながることで， 

・市町村が東北大学ＩＭＣ，ＹＣＣ，県に技術的な相談をする際に，関係者で情報が共有されることで，より迅

速，的確な助言を行うことができる。 

・東北大学ＩＭＣにおいて，山形県内の橋梁を素材とした老朽化に関する調査研究がおこなわれることで，山形

県内の橋梁の維持管理への還元が期待される。 

５ おわりに 

ＤＢＭＹの活用に係る今後の展望として，ＤＢＭＹと連携したタブレット端末を使った点検や，これまで蓄積

してきた膨大な損傷写真をデータベース化した損傷判定などの検討 2)が予定されており，点検や診断のさらなる

効率化や精度の向上につながるものと期待される。また，東北大学ＩＭＣを中心にして進められる「東北インフ

ラ・マネジメント・プラットフォーム」3)においても，ＤＢＭＹの開発で得られた成果が活用される予定である。 

このようにＤＢＭＹは，情報資産だけでなく産学官をもつなぐ，まさに「統合データベース」であり，今後，

道路橋メンテナンスの強力な推進力になるものと期待される。 
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図 3：橋梁メンテナンスサイクルと DBMY の役割 
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